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前 進

▼
東
京
五
輪
が

始
ま
っ
た
。
私

は
前
回
の
東
京

五
輪
と
き
は
、

小
学
５
年
生

で
、
前
の
国
立

競
技
場
に
生
徒
の
半
分
が
招

か
れ
た
。
１
番
上
の
席
で
、

下
の
選
手
が
あ
り
ん
こ
の
よ

う
だ
っ
た
が
、
ワ
ク
ワ
ク
し

た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い

る
。
▼
し
か
し
、
今
回
は
コ

ロ
ナ
禍
で
東
京
で
は
千
人
以

上
の
感
染
者
が
毎
日
出
て
い

る
。
政
府
は
「
不
要
不
急
の

外
出
を
自
粛
」
と
何
度
も
言

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｏ

Ｃ
の
バ
ッ
ハ
会
長
ご
一
行

は
、
広
島
・
長
崎
へ
と
行
っ

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
貴
族
と

呼
ば
れ
、
会
長
一
人
で
は
な

く
黒
塗
り
の
車
を
連
ね
て
一

流
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
迎

賓
館
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

き
、
日
本
の
偉
い
人
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
関
係
者
が
集
ま

る
。
日
本
の
国
民
の
安
心
安

全
な
ど
こ
の
人
達
は
頭
の
片

隅
に
も
な
い
の
だ
ろ
う
。
▼

東
京
発
、
日
本
発
の
変
異
株

を
全
世
界
に
ま
き
散
ら
し
た

場
合
、
日
本
の
信
用
が
地
に

落
ち
る
。
だ
か
ら
と
国
民
も

コ
ロ
ナ
を
怖
が
り
つ
つ
も
今

の
菅
政
権
の
言
う
こ
と
な
ど

聞
く
人
な
ど
い
な
く
、
繁
華

街
な
ど
人
が
増
え
て
い
る
と

私
は
思
う
。
こ
の
国
の
上
の

人
達
は
何
か
あ
っ
た
ら
ど
う

責
任
を
取
る
つ
も
り
な
の

か
。
ど
う
み
て
も
責
任
な
ど

取
ら
な
い
で
逃
げ
て
い
く
の

だ
ろ
う
。

　

６
月
28
日
（
月
）
朝
霞
市

役
所
に
て
２
０
２
１
年
原
水

爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
が

６
団
体
９
人
（
土
建
か
ら
は

３
人
）
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き

デ
モ
行
進
は
行
わ
ず
、
対
市

懇
談
と
な
り
ま
し
た
。
朝
霞

市
は
人
権
庶
務
課
關
係
長
、

佐
藤
課
長
補
佐
が
対
応
し
ま

し
た
。

　

懇
談
に
先
立
ち
朝
霞
市
、

朝
霞
市
長
か
ら
国
民
平
和
大

行
進
に
対
す
る
協
賛
金
を
頂

き
ま
し
た
。

　

年
金
者
組
合
大
塚
さ
ん
よ

り
国
民
平
和
大
行
進
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
、
佐
藤
課

長
補
佐
よ
り
朝
霞
市
の
取
り

組
み
と
し
て
行
っ
て
い
る

「
親
子
ピ
ー
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
平
和
に
関
す
る
施
設
の
バ

ス
巡
り
。
昨
年
、
今
年
と
中

止
）」
や
「
平
和
パ
ネ
ル

展
」「
千
羽
鶴
を
広
島
、
長

崎
へ
届
け
る
運
動
」
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
談
で
は
鎌
原
地
区
労
副

議
長
よ
り
「
朝
霞
市
役
所
前

に
あ
っ
た
平
和
都
市
宣
言
の

ポ
ー
ル
が
無
く
な
っ
た
よ
う

で
す
が
」
と
の
質
問
に
「
市

役
所
前
の
改
修
工
事
に
よ
っ

て
ポ
ー
ル
は
撤
去
さ
れ
、
市

役
所
正
面
入
り
口
に
平
和
都

市
宣
言
の
看
板
を
掲
示
し
て

い
ま
す
」
と
の
解
答
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
平
和
で

な
け
れ
ば
健
康
で
文
化
的
な

生
活
が
生
活
は
送
れ
な
い
。

広
報
で
平
和
に
つ
い
て
の
取

組
み
を
も
っ
と
掲
載
し
て
欲

し
い
」
や
「
核
兵
器
禁
止
条

約
の
批
准
を
日
本
政
府
に
要

請
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
要

望
が
出
さ
れ
、
最
後
に
深
沢

朝
霞
新
婦
人
支
部
長
よ
り
閉

会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
終
了

し
ま
し
た
。
自
治
体
職
員
と

　

６
月
27
日(

日)

、
志
木

市
民
会
館
パ
ル
シ
テ
ィ
で
志

木
地
域
平
和
行
進
が
行
わ

れ
、
8
団
体
11
人(

土
建
か

ら
3
人)

が
参
加
し
ま
し

た
。
昨
年
に
続
き
コ
ロ
ナ
禍

で
の
開
催
の
た
め
、
デ
モ
行

進
は
行
わ
ず
に
、
各
団
体
の

平
和
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

意
見
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
、
個

人
個
人
で
署
名
を
集
め
て
い

る
」「『
憲
法
9
条
を
守
る
』

を
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に

書
き
た
い
」「
戦
争
で
は
事

実
を
知
ら
な
い
多
く
の
国
民

が
巻
き
込
ま
れ
た
。
戦
争
は

じ
わ
り
じ
わ
り
と
始
ま

る
。」
な
ど
も
報
告
さ
れ
、

戦
争
体
験
者
か
ら
歴
史
を
語

り
継
ぐ
こ
と
が
大
事
だ
と
ど

の
団
体
も
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
司
会
を
し
て
い
た

上
薗
書
記
長
よ
り
「
本
日
、

志木市民会館パルシティで開催された志木地域での様子 和光市の対市懇談の様子

集
ま
り
交
流
し
た
こ
と
で
、

平
和
運
動
を
進
め
て
い
く
こ

と
の
再
確
認
が
出
来
た
。
各

団
体
、
引
き
続
き
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。」
と
終
了
し
ま
し

た
。

21
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
は
、
６
月
27
日
に

新
座
市
・
志
木
市
、
６
月
28
日
に
朝
霞
市
、
６
月
29
日

に
和
光
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

志
木
地
域
は
学
習
会
、
朝
霞
地
域
は
対
市
懇
談
、
和

光
地
域
は
対
市
懇
談
、
駅
頭
宣
伝
と
三
密
を
避
け
て
デ

モ
行
進
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
和
に
つ
い
て
の
懇
談
が
で

き
、
有
意
義
な
取
組
み
と
な

り
ま
し
た
。

【
黒
目
川　

藤
原
忠
夫
】

6 団体 9人が参加して＝朝霞市役所にて
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-

ヨ
コ
の
カ
ギ-

①
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
名
前
の
由

来
と
い
わ
れ
る
野
菜

④
時
代
劇
に
羽
織
と
…
は
必

須⑥
過
ぎ
る
と
熱
さ
を
忘
れ
る

所⑦
柔
道
の
罰
則
の
一
つ

⑨
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
は
…
…
が

主
流

⑪
…
知
識
、
…
交
渉

⑫
古
都
ア
ユ
タ
ヤ
が
あ
る
国

⑬
埼
玉
県
深
谷
市
と
東
京
都

北
区
に
ゆ
か
り
が
あ
る
偉
人

⑱
平
城
京
が
あ
り
ま
し
た

⑲
映
画
や
演
劇
の
ワ
ン
シ
ー

ン⑳
気
温
急
上
昇
、
魚
、
平
賀

源
内
と
い
え
ば
？

㉑
プ
ロ
野
球
選
手
が
陥
っ
て

苦
労
し
ま
す

-

タ
テ
の
カ
ギ-

①
さ
だ
ま
さ
し
の
代
表
曲
。

正
解
者
に
は
抽
選
で
５
名
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈

宛
先
：
支
部
教
宣
部
あ
て
締
切
：
二
五
日
消
印

兄
の
気
遣
い
に
泣
け
ま
す

②
Ａ
Ｉ
と
は
人
工
…
の
こ
と

③
映
画
「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」

で
歌
わ
れ
る
「
埴
生
の
…
」

④
祖
父
母
の
兄
弟
の
孫

⑤
今
日
は
気
温
が
30
度
以
上

で
す

⑧
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
。
…
ス
ル
ー
式
も
あ
り
ま

す⑩
「
初
め
ま
し
て
」

⑫
何
回
も
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と⑭
幼
虫
か
ら
成
虫
に
な
る
途

中⑮
お
と
ぎ
話
で
、
物
々
交
換

を
経
て
大
金
持
ち
に
な
っ
た

人
が
最
初
に
手
に
し
た
の

は
？

⑯
苦
難
が
待
ち
構
え
る
…
…

の
道

⑰
古
く
て
つ
ま
ら
な
い
こ
と

の
生
の
声
を
聞
く
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
研
究
所
側
と
の
団
体
交

渉
、
事
務
折
衝
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開

催
と
な
っ
て
い
ま
す
。

井
口
：
理
研
で
働
く
方
々
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
影
響
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

金
井
：
昨
年
４
月
の
緊
急
事

態
宣
言
下
で
は
、
全
職
員
の

在
宅
勤
務
の
指
示
が
出
さ

れ
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
研
究

が
一
時
的
に
止
ま
り
ま
し

た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
る
に
従
い
、
20
年
９
月

以
降
は
「
感
染
拡
大
防
止
に

最
大
限
の
配
慮
を
し
つ
つ
研

究
活
動
は
可
」
と
な
り
、
現

　

８
月
号
は
理
化
学
研
究
所
労
働
組
合
金
井
保
之
委
員

長
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
現
在
の
理
研
労
組
の
取
り

組
み
を
取
材
し
ま
し
た
。

在
も
こ
の
状
況
で
す
。
海
外

か
ら
の
研
究
者
の
来
日
、
理

研
の
研
究
者
の
海
外
へ
渡
航

が
制
限
さ
れ
、
現
在
に
至
り

ま
す
。

　

理
研
に
は
従
来
ま
で
は
形

式
的
に
は
在
宅
勤
務
が
あ
り

和光市の理研敷地内にある理研労組建物

ま
し
た
が
、
実
態
と
し
て
運

用
で
き
る
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ

が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
在
宅
で
対

応
可
能
な
業
務
と
出
勤
し
な

い
と
で
き
な
い
業
務
に
分
か

れ
ま
し
た
。

井
口
：
理
研
労
組
の
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
影
響
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

金
井
：
在
宅
勤
務
率
が
高
く

（
事
務
系
50
％
程
度
、
研
究

系
は
現
場
に
よ
る
）、
理
研

労
組
の
会
議
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の

開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全

国
に
存
在
す
る
事
業
所
に
所

属
す
る
組
合
員
が
参
加
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り

ま
す
が
、
昼
休
み
・
勤
務
時

間
後
に
組
合
事
務
所
に
集
ま

っ
て
、
意
見
交
換
を
行
う
機

会
が
無
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
組
合
員
の
横
の

つ
な
が
り
と
、
組
合
員
か
ら

井
口
：
理
研
労
組
の
現
在
の

取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

金
井
：
理
化
学
研
究
所
と
言

え
ば
「
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者

が
自
由
な
テ
ー
マ
で
研
究
に

没
頭
し
て
い
る
」
と
皆
さ
ん

思
わ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
理
研
で
働
く

８
割
弱
の
方
が
１
年
の
有
期

雇
用
職
員
で
す
。
優
秀
な
研

究
者
で
あ
っ
て
も
、
有
期
雇

用
契
約
の
た
め
に
や
む
な
く

理
研
か
ら
離
れ
ざ
る
を
得
な

い
人
が
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
３
年
４

月
施
行
の
労
働
契
約
法
第
18

条
で
、
雇
用
の
安
定
の
た
め

に
無
期
転
換
ル
ー
ル
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
本

来
な
ら
、
事
務
系
で
は
任
期

の
あ
る
契
約
を
繰
り
返
し
て

５
年
を
超
え
た
場
合
、
研
究

系
で
は
10
年
を
超
え
た
場
合

に
、
任
期
の
無
い
契
約
へ
の

転
換
権
を
獲
得
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
理
研
は
、
無
期

転
換
権
を
獲
得
さ
せ
な
い
た

め
、
２
０
１
６
年
度
に
、
業

務
の
有
無
、
予
算
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
事
務
系
で

「
５
年
の
雇
用
上
限
」、
研

究
系
で
「
10
年
の
雇
用
上

限
」
の
不
利
益
変
更
を
導
入

し
ま
し
た
。
現
在
、
雇
用
上

限
が
あ
る
職
員
は
２
８
５
０

人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
数
年
で
こ
れ
ら
の

職
員
の
多
く
が
雇
止
め
に
な

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

理
研
労
組
は
こ
の
よ
う
な

不
利
益
変
更
は
違
法
で
あ
る

と
し
て
、
団
体
交
渉
で
撤
廃

を
主
張
し
て
き
ま
し
た
が
、

研
究
所
側
は
、
全
く
そ
の
違

法
性
を
認
め
ず
、
２
０
１
８

年
３
月
31
日
で
、
３
４
５
人

の
雇
止
め
を
行
お
う
と
し
ま

し
た
。
理
研
労
組
は
雇
止
め

阻
止
を
め
ざ
し
て
、
交
渉
を

行
お
う
と
し
ま
し
た
が
、
理

研
側
は
「
就
労
規
則
に
則
っ

た
契
約
終
了
で
、
雇
止
め
で

は
無
い
」
と
い
う
主
張
を
繰

り
返
す
の
み
で
、
団
体
交
渉

が
成
立
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
事
態
を
打
開
す
る
た
め

２
０
１
７
年
12
月
に
理
研
労

と
科
労
協
は
、
東
京
都
労
働

委
員
会
に
不
当
労
働
行
為
救

済
命
令
の
申
し
立
て
を
行
い

ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
理
研
側
は

今
ま
で
の
方
針
を
転
換
し
、

２
０
１
６
年
の
就
業
規
則
の

不
利
益
変
更
前
か
ら
雇
用
さ

れ
て
い
る
職
員
に
対
し
て
は

「
５
年
の
雇
用
上
限
」
を
適

用
し
な
い
と
い
う
方
針
を
と

り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
２

０
１
６
年
３
月
末
以
降
の
３

年
間
は
「
５
年
の
雇
用
上

限
」
に
よ
る
雇
止
め
は
回
避

さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
就
業
規
則
に
は

「
５
年
の
雇
用
上
限
」「
10

年
の
雇
用
上
限
」
が
残
さ
れ

て
い
て
、
２
０
１
６
年
４
月

以
降
に
新
規
採
用
さ
れ
た
事

務
系
職
員
が
２
０
２
１
年
３

月
末
か
ら
雇
止
め
さ
れ
ま

す
。
研
究
系
で
は
２
０
２
３

年
３
月
末
か
ら
大
量
に
雇
止

め
が
起
こ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
理
研

ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し
て
ネ
ッ

ト
署
名
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
署
名
の
輪
を
拡
げ
て

雇
止
め
を
阻
止
し
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

機
関
紙
を
お
読
み
に
な
ら

れ
た
方
は
ネ
ッ
ト
署
名

（h
ttp
:/
/
c
h
n
g
.it/

w
Zw
yq77B

）
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

理化学研究所労働組合金井保之委員長

7
月
号
の
答
え
は
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
で
し
た
。

　

当
選
者
は
、
発
送
を
持
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。


